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Abstract: Recent years have occasionally seen serious disasters caused by snowstorms resulting from rapidly
developed atmospheric depressions. The current index of blowing snow intensity is designed to be applied to
the whole winter season, and no index exists that shows the intensity of individual snowstorms. This study
aims to determine quantitatively how each meteorological factor influences snow drift transport rate during
extremely severe snowstorms, toward establishing a technology that will appropriately determine the
intensity of individual snowstorms. In FY 2015, the following were done. 1) Blowing-snow observations were
conducted in Ishikari and Teshikaga. 2) Observation data that we have obtained were organized and
analyzed. 3) The frequency of recent heavy snowfall and snowstorms in Hokkaido was analyzed. 4) The

frequency of national highway closures in some regions was analyzed.

Key words : Snow storm, Mass flux of snow particles, Snowdrift amount rate, Snow Particle Counter, Road

closure



	【要旨】
	１. はじめに
	平成27年度は、昨年度と同様、当研究所が所有する石狩吹雪実験場（N43 12’, E141 23’）および弟子屈吹雪観測サイト（N43 30’, E144 27’）において各種気象観測ならびに吹雪観測を実施した。石狩吹雪実験場および弟子屈吹雪観測サイト（釧路圏摩周観光文化センター構内）の上空写真を図－１、２に記す。また、これら野外観測に加え、これまでに取得した観測データの解析を行ったほか、直近31冬期間の気象データを整理し、大雪および暴風雪の出現頻度やその時の低気圧タイプの特徴、地域性、国道通行止...
	２. 石狩および弟子屈における吹雪観測
	表－１中の“飛雪流量”とは、吹雪の強さを示す物理的指標の１つである1)。飛雪流量は、風向に対して直交する単位面積を単位時間に通過する雪粒子の質量（単位は、g/m2/sec）のことであり、一般的に雪面近傍ほど多く、高度が高いほど少ない。なお、飛雪流量を鉛直方向に積分したものが吹雪量である。飛雪流量計測には、高度別に設置した４台の飛雪粒子計測装置（Snow Particle Counter, 以下SPC）を用いた。SPCは非接触により光学的に吹雪粒子を計測する機器であり、平行光を照射しているセンサー内...
	今冬期の気象観測結果の一例（平成28年１月１8日～１月24日）を図－４に示す。図中には４高度（0.5m、1.0m、3.0m、7.0m）で計測した平均風速および平均気温を示す。
	本観測では、SPCによる一冬を通した自動飛雪流量測定のほか、吹雪イベント時には、人力による飛雪流量測定（箱形吹雪量計、ネット式吹雪量計を使用）を行った。箱形吹雪量計による測定では、雪面から高度0.1mの空間の飛雪流量を、ネット式吹雪量計による測定では高度0.1mから2.0mまでの空間の飛雪流量を測定した。図－５に人力観測の様子を、図－６に観測結果の一例（観測日：平成28年１月19日、観測回数：全８回分）を示す。
	３. データ解析
	パラメータ①～④の算出には、式（１）～式（３）を用いた。式（１）は風速の対数則、式（２）は飛雪流量と風速の関係式、式（３）は浮遊層における飛雪空間密度と高度の関係式であり、乱流拡散理論に基づくものである2)。ここで、式（１）中のZは高度、U(Z)は高度Zにおける風速、U＊は摩擦速度、kはカルマン定数(= 0.4)、Z0は雪面の粗度長を示す。式（２）中のMfは高度Zにおける飛雪流量、N(Z)は高度Zにおける飛雪空間密度を示す。式（３）中のNtは基準高さZt(=0.15m)における飛雪空間密度、Wbは...
	摩擦速度U＊と飛雪空間密度Ntの関係を図－９に記す。図中の赤丸は降雪があったときの結果を、白丸は降雪がなかったときの結果を示す。また、青で囲った部分は、降雪終了後から長時間にわたって強風が吹き続けたケースの解析結果を示す。これより、摩擦速度U＊が大きいほど、また降雪がある時ほど基準高さ（=0.15m）における飛雪空間密度Ntは大きいことが示された。また、降雪終了後から強風が継続した場合には、Ntが減少傾向を示すことが示された。降雪終了時点からの時間経過とともに徐々に地吹雪発生頻度が低下することが先...
	従来の飛雪流量計算7), 8), 9)など では、浮遊粒子の落下速度Wbや飛雪空間密度Ntは一定値として扱われることが多く、これが計算誤差をもたらす一因となっている。今後、さらに多くの観測データを用いて解析をすすめることにより、WbやNtなどの吹雪パラメータの関数化を検討する。また、人力観測データや降雪観測データを加味した解析を加えることによって、飛雪流量ならびに吹雪量計算の高精度化に臨む。
	４.  近年の北海道における大雪・暴風雪の発生頻度および地域性、通行止め実施履歴との関係
	大雪や暴風雪の発生頻度およびその地域的な特性を明らかにすることを目的とし、過去31冬期（1984年度から2014年度）の気象データを整理した。ここでは、気象データから大雪・暴風雪事例を抽出したほか、発生時の低気圧タイプおよび地域性、国道通行止めの実施履歴との関係について解析した。
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